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カメムシは作物を食いあらす農業害虫として、また悪臭
を放つ不快害虫として、人々に嫌

きら

われがちです。しかし、
むやみやたらと嫌う前に知ってほしい、カメムシとその
においの秘密を紹介します。
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におい物質が蒸
発しやすいよう、
表面積が大きく
なるような構造
になっている。

ナナホシキンカメムシ

おならじゃないよ！
　カメムシは、肛門からではなく、脚の付け根（幼虫の間は背中）
にある臭腺というところからにおいを出します。このにおいは「臭腺
孔」というあなから液体の状態で放出され、周辺の「臭腺蒸発域」
と呼ばれる多数の微細な凹凸のある構造をした表皮に付着し、速
やかに蒸発・放散することにより周辺に拡散されます。
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日 本 自 然 保 護 協 会 会 員 募 集 中！

クサギカメムシ
カメムシ科
さまざまな植物の上で暮らし、
最も普通に見られるカメムシの
ひとつ。これぞカメムシ！とい
うにおいがする。ハーブのコリ
アンダー（パクチー）に似たに
おいとも言われる。

ニシキキンカメムシ
キンカメムシ科
石灰岩地帯のツゲで見られる。最
も美しいカメムシとたたえられるが、
においは脂っこくてすごくくさい。

答え：35ページ

アカスジキンカメムシの成虫

※においの感じ方には個人差があります。

クイズ
右の４匹のカメムシの幼虫のうち、
アカスジキンカメムシの幼虫はどれでしょう？

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

カラメル？

スパイシー？

古い脂？

バニラ？

パクチー？

青りんご？

あえてにおいを嗅いでみる！

　カメムシは種類によって出すにおいが違いま
す。たくさんのカメムシのにおいを嗅ぎ続けると、
姿を見なくてもにおいを嗅ぐだけである程度ど
の仲間かを当てることができるようになります。
　カメムシは危険を感じるとにおいを出します。
におい物質には刺激性があるので直接触らず、
においを嗅ぐ場合は、なるべく風通しのよい場
所で、鼻を直接近づけることはせず、少し離れ
たところから手であおぐようにして嗅ぎましょう。

アメンボ
アメンボ科
水面に落ちた昆虫を捕食
する。池や田んぼの水面
に浮かぶアメンボの名は

「飴ん棒」から来たとも言
われる。砂糖を煮詰めたよ
うな甘いにおいがする。

オオクモヘリカメムシ
ヘリカメムシ科
ネムノキの樹上で見られる。甘酸っ
ぱい初恋を思い出すような、青リン
ゴに似たにおいを出す。

オオトビサシガメ
サシガメ科
樹上でほかの昆虫を捕食して生活す
る肉食のカメムシ。ほのかな甘さを
感じるバニラのようなにおいがする。
刺すので注意。

マルカメムシ
マルカメムシ科
クズをはじめとするマメ科植
物で見られる丸っこい体型
のカメムシ。においはクサ
ギカメムシに似ているが、そ
れに焦げたような辛みのあ
るスパイシーさが加わる。




